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【化１】

（式中、
Ｘ、Ｙ及びＷは、互いに独立して、Ｃ1～Ｃ24アルキル；Ｅで置換され及び／又はＤで中
断されたＣ1～Ｃ24アルキル；Ｃ2～Ｃ18アルケニル、Ｅで置換されたＣ2～Ｃ18アルケニ
ル、Ｃ3～Ｃ8シクロアルキル、Ｇで置換されたＣ3～Ｃ8シクロアルキル、アリール、Ｇで
置換されたアリール、ヘテロアリール、又はＧで置換されたヘテロアリールであり、
Ｍは、単（直接）結合、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－；－Ｓ－；－ＳＯ－；－ＳＯ2、－；－Ｏ
－；場合により－Ｏ－又は－Ｓ－の一つ又はそれ以上で中断されたＣ1～Ｃ12アルキレン
、Ｃ2～Ｃ12アルケニレン又はＣ2～Ｃ12アルキニレン；場合によりＧで置換されたアリー
レン又はヘテロアリーレン、特に、場合によりＣ1～Ｃ12アルキル、ハロゲン、－ＯＲ201

、－ＳＲ202及び／又は－ＮＲ203Ｒ204で置換されてもよいナフチレン、ビフェニレン又
はスチリレンであり、
Ｒ201は、水素、Ｃ1～Ｃ24アルキル、Ｅで置換され及び／又はＤで中断されたＣ1～Ｃ24

アルキル；各々場合によりＣ1～Ｃ6アルキル、ハロゲン、－ＯＨ及び／又はＣ1～Ｃ4アル
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コキシの一つ又はそれ以上の基で置換されてもよいＣ2～Ｃ12アルケニル、Ｃ3～Ｃ6アル
ケノイル、Ｃ3～Ｃ8シクロアルキル又はベンゾイル；各々場合によりハロゲン、－ＯＨ、
Ｃ1～Ｃ12アルキル、Ｃ1～Ｃ12アルコキシ、フェノキシ、Ｃ1～Ｃ12アルキルスルファニ
ル、フェニルスルファニル、－Ｎ（Ｃ1～Ｃ12アルキル）2及び／又はジフェニルアミノで
置換されてもよいＣ6～Ｃ14アリール、特にフェニル、ナフチル、フェナントリル又はア
ントラニルであり；
Ｒ202は、Ｃ1～Ｃ24アルキル、Ｅで置換され及び／又はＤで中断されたＣ1～Ｃ24アルキ
ル；Ｃ2～Ｃ12アルケニル、Ｃ1～Ｃ8アルカノイル、Ｃ2～Ｃ12アルケニル、Ｃ3～Ｃ6アル
ケノイル；各々場合によりＣ1～Ｃ6アルキル、ハロゲン、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ又
はＣ1～Ｃ4アルキルスルファニルの一つ又はそれ以上の基で置換されてもよいＣ3～Ｃ8シ
クロアルキル又はベンゾイル；各々場合によりハロゲン、Ｃ1～Ｃ12アルキル、Ｃ1～Ｃ12

アルコキシ、フェニル－Ｃ1～Ｃ3アルキルオキシ、フェノキシ、Ｃ1～Ｃ12アルキルスル
ファニル、フェニルスルファニル、－Ｎ（Ｃ1～Ｃ12アルキル）2、ジフェニルアミノ、－
（ＣＯ）Ｏ（Ｃ1～Ｃ8アルキル）、－（ＣＯ）－Ｃ1～Ｃ8アルキル又は（ＣＯ）Ｎ（Ｃ1

～Ｃ8アルキル）2で置換されてもよいＣ6～Ｃ14アリール、特にフェニル、ナフチル、フ
ェナントリル又はアントラニルであり；
Ｒ203及びＲ204は、互いに独立して、水素、Ｃ1～Ｃ24アルキル、Ｅで置換され及び／又
はＤで中断されたＣ1～Ｃ24アルキル；各々場合によりＣ1～Ｃ6アルキル、ハロゲン、－
ＯＨ又はＣ1～Ｃ4アルコキシの一つ又はそれ以上の基で置換されてもよいＣ2～Ｃ5アルケ
ニル、Ｃ3～Ｃ8シクロアルキル又はベンゾイル；各々場合によりＣ1～Ｃ12アルキル、ベ
ンゾイル又はＣ1～Ｃ12アルコキシで置換されてもよいフェニル－Ｃ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1

～Ｃ8アルカノイル、Ｃ3～Ｃ12アルケノイル、Ｃ6～Ｃ14アリール、特にフェニルナフチ
ル、フェナントリル又はアントラニルであるか；あるいはＲ203とＲ204は、一緒になって
、場合により－Ｏ－、－Ｓ－又は－ＮＲ205－で中断された及び／又は場合によりヒドロ
キシル、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ2～Ｃ4アルカノイルオキシ又はベンゾイルオキシで置換
されたＣ2～Ｃ8アルキレン又は分岐鎖Ｃ2～Ｃ8アルキレンであり、ここでＲ203とＲ204と
で形成された環は、場合により、Ｃ1～Ｃ8－アルキル、Ｃ1～Ｃ8－アルキコシ、ハロゲン
及びシアノで１～３回置換されてもよいフェニルで、１又は２回縮合されてもよく；
Ｒ205は、水素、Ｃ1～Ｃ24アルキル、Ｅで置換され及び／又はＤで中断されたＣ1～Ｃ24

アルキル；Ｃ2～Ｃ5アルケニル、Ｃ3～Ｃ8シクロアルキル、フェニル－Ｃ1～Ｃ3アルキル
、Ｃ1～Ｃ8アルカノイル、Ｃ3～Ｃ12アルケノイル、Ｃ6～Ｃ14アリール、特にベンゾイル
；各々場合によりＣ1～Ｃ12アルキル、ベンゾイル又はＣ1～Ｃ12アルコキシで置換されて
もよいフェニル、ナフチル、フェナントリル又はアントラニルであり；
Ｄは、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯＯ－、－Ｓ－、－ＳＯ－、－ＳＯ2、－Ｏ－、－
ＮＲ5－、－ＳｉＲ61Ｒ62－、－ＰＯＲ5－、－ＣＲ63＝ＣＲ64－又は－Ｃ≡Ｃ－であり；
Ｅは、ハロゲン、Ｃ6～Ｃ14アリール、特に－ＯＲ201、－ＳＲ202及び／又は－ＮＲ203Ｒ
204で置換されてもよいフェニル、ナフチル、フェナントリル又はアントラニル、；－Ｏ
Ｒ5’、－ＳＲ5’、－ＮＲ5Ｒ6、－ＣＯＲ8、－ＣＯＯＲ7、－ＣＯＮＲ5Ｒ6、－ＣＮ、ハ
ロゲン又はＣ1～Ｃ18アルキルであり、
Ｇは、Ｅ又はＣ1～Ｃ18アルキルであり、ここでＲ5及びＲ6は、互いに独立して、Ｈ、Ｃ6

～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル又はＣ1～Ｃ18アルコキシで置換されたＣ6～Ｃ18ア
リール；－Ｏ－で中断されたＣ1～Ｃ18アルキル又はＣ1～Ｃ18アルキルであるか；あるい
は
Ｒ5とＲ6は、一緒になって５員又は６員環、特に
　下記：
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【化２】

を形成し、
Ｒ5’は、水素を除くＲ5であり、
Ｒ7は、Ｈ、場合によりＣ1～Ｃ18アルキル又はＣ1～Ｃ18アルコキシで置換されてもよい
、Ｃ6～Ｃ18アリール、Ｃ7～Ｃ12アルキルアリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル；又は－Ｏ－で
中断されたＣ1～Ｃ18アルキルであり；
Ｒ8は、Ｃ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル又はＣ1～Ｃ18アルコキシで置換されたＣ

6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｃ7～Ｃ12アルキルアリール、又は－Ｏ－で中断
されたＣ1～Ｃ18アルキルであり；
Ｒ61及びＲ62は、互いに独立して、Ｃ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｃ1～Ｃ18

アルコキシで置換されたＣ6～Ｃ18アリール；又は－Ｏ－で中断されたＣ1～Ｃ18アルキル
であり、かつ
Ｒ63及びＲ64は、互いに独立して、Ｈ、Ｃ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｃ1～
Ｃ18アルコキシで置換されたＣ6～Ｃ18アリール；又は－Ｏ－で中断されたＣ1～Ｃ18アル
キルであるが；ただし、以下の化合物は除外されるものとする：
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【化３】
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）で示される化合物。
【請求項２】
　Ｍが、単結合、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－Ｓ－、－ＳＯ－、－ＳＯ2－、－Ｏ－、
　下記：
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【化４】
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であり、式中、
ｎ１、ｎ２、ｎ３、ｎ４、ｎ５、ｎ６及びｎ７は、１～１０、特に１～３の整数であり、
Ａ6及びＡ7は、互いに独立して、Ｈ、Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｅ’で置換され及び／又はＤ
’で中断されたＣ1～Ｃ18アルキル、Ｃ6～Ｃ24アリール、Ｇ’で置換されたＣ6～Ｃ24ア
リール、Ｃ2～Ｃ20ヘテロアリール、Ｇ’で置換されたＣ2～Ｃ20ヘテロアリール、Ｃ2～
Ｃ18アルケニル、Ｃ2～Ｃ18アルキニル、Ｃ1～Ｃ18アルコキシ、Ｅ’で置換され及び／又
はＤ’で中断されたＣ1～Ｃ18アルコキシ、Ｃ7～Ｃ2５アラルキル又は－ＣＯ－Ａ28であ
り、
Ａ8は、Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｅ’で置換され及び／若しくはＤ’で中断されたＣ1～Ｃ18

アルキル、Ｃ6～Ｃ24アリール又はＣ7～Ｃ2５アラルキルであり、
Ａ9及びＡ10は、互いに独立して、Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｅ’で置換され及び／又はＤ’で
中断されたＣ1～Ｃ18アルキル、Ｃ6～Ｃ24アリール、Ｇ’で置換されたＣ6～Ｃ24アリー
ル、Ｃ2～Ｃ20ヘテロアリール、Ｇ’で置換されたＣ2～Ｃ20ヘテロアリール、Ｃ2～Ｃ18

アルケニル、Ｃ2～Ｃ18アルキニル、Ｃ1～Ｃ18アルコキシ、Ｅ’で置換され及び／若しく
はＤ’で中断されたＣ1～Ｃ18アルコキシ又はＣ7～Ｃ2５アラルキルであるか、あるいは
Ａ9とＡ10は、場合により一つ又はそれ以上のＣ1～Ｃ18アルキル基で置換されてもよい環
、特に５員又は６員環を形成し；
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Ａ14及びＡ15は、互いに独立して、Ｈ、Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｅ’で置換され及び／又は
Ｄ’で中断されたＣ1～Ｃ18アルキル、Ｃ6～Ｃ24アリール、Ｇ’で置換されたＣ6～Ｃ24

アリール、Ｃ2～Ｃ20ヘテロアリール、又はＧ’で置換されたＣ2～Ｃ20ヘテロアリールで
あり、
Ｄ’は、－ＣＯ－；－ＣＯＯ－；－Ｓ－；－ＳＯ－；－ＳＯ2－；－Ｏ－；－ＮＡ25－；
－ＳｉＡ30Ａ31－；－ＰＯＡ32－；－ＣＡ23＝ＣＡ24－；又は－Ｃ≡Ｃ－であり；かつ
Ｅ’は、－ＯＡ29；－ＳＡ29；－ＮＡ25Ａ26；－ＣＯＡ28；－ＣＯＯＡ27；－ＣＯＮＡ25

Ａ26；－ＣＮ；－ＯＣＯＯＡ27；又はハロゲンであり；Ｇ’は、Ｅ’又はＣ1～Ｃ18アル
キルであり；
ここでＡ23、Ａ24、Ａ25及びＡ26は、互いに独立して、Ｈ；Ｃ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ

18アルキル又はＣ1～Ｃ18アルコキシで置換されたＣ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキ
ル、又は－Ｏ－で中断されたＣ1～Ｃ18アルキルであるか；あるいはＡ25とＡ26は、一緒
になって５員又は６員環、特に
　下記：

【化５】

を形成し、
Ａ27及びＡ28は、互いに独立して、Ｈ；Ｃ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル又はＣ1

～Ｃ18アルコキシで置換されたＣ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル、又は－Ｏ－で中
断されたＣ1～Ｃ18アルキルであり、
Ａ29は、Ｈ；Ｃ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル又はＣ1～Ｃ18アルコキシで置換さ
れたＣ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル；又は－Ｏ－で中断されたＣ1～Ｃ18アルキ
ルであり、
Ａ30及びＡ31は、互いに独立して、Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｃ6～Ｃ18アリール、又はＣ1～
Ｃ18アルキルで置換されたＣ6～Ｃ18アリールであり、かつ
Ａ32は、Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｃ6～Ｃ18アリール、又はＣ1～Ｃ18アルキルで置換された
Ｃ6～Ｃ18アリールである、請求項１記載の式ＩＩの化合物。
【請求項３】
　Ｘ、Ｙ及びＷ基の少なくとも一つが、場合によりＧで置換されてもよい多環式アリール
基、特にペンタレニル、インデニル、アズレニル、ナフチル、ビフェニレニル、as－イン
ダセニル、ｓ－インダセニル、アセナフチレニル、フェナントリル、アントラニル、フル
オロアンテニル、アセフェナントリレニル、アセアントリレニル、トリフェニレニル、ピ
レニル、クリセニル、ナフタセニル、ピセニル、ペリレニル、ペンタセニル、ペンタフェ
ニル、ヘキサセニル又はヘキサフェニルであり、ここでＧは、請求項１に定義したとおり
である、請求項１記載の式Ｉで示される化合物。
【請求項４】
　Ｘ、Ｙ及びＷ基の少なくとも一つが、式－（Ｗ1）a－（Ｗ2）b－Ｗ3で示される基であ
り、ここでａ及びｂは、０又は１であり、
Ｗ1及びＷ2は、互いに独立して、
　式：
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【化６】

で示される基であり、
Ｗ3は、
　式：

【化７】

で示される基であり、
式中、
Ｒ11、Ｒ11’、Ｒ12、Ｒ12’、Ｒ13、Ｒ13’、Ｒ15、Ｒ15’、Ｒ16、Ｒ16’、Ｒ17、Ｒ17

’、Ｒ41、Ｒ41’、Ｒ42、Ｒ42’、Ｒ44、Ｒ44’、Ｒ45、Ｒ45’、Ｒ46、Ｒ46’、Ｒ47及
びＲ47’は、互いに独立して、Ｈ、Ｅ、Ｃ6～Ｃ18アリール；Ｇで置換されたＣ6～Ｃ18ア
リール；Ｃ1～Ｃ18アルキル；Ｅで置換され及び／若しくはＤで中断されたＣ1～Ｃ18アル
キル；Ｃ1～Ｃ18アルコキシ；又はＥで置換され及び／若しくはＤで中断されたＣ1～Ｃ18

アルコキシ；Ｃ7～Ｃ18アラルキル；又はＧで置換されたＣ7～Ｃ18アラルキルであり；
Ｒ14は、Ｈ、Ｃ1～Ｃ18アルキル；又はＥで置換され及び／若しくはＤで中断されたＣ1～
Ｃ18アルキル；Ｃ1～Ｃ18アルコキシ；又はＥで置換され及び／若しくはＤで中断された
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Ｃ1～Ｃ18アルコキシ；
　下記
【化８】

であり、
Ｒ18及びＲ19は、互いに独立して、Ｃ1～Ｃ18アルキル；Ｃ1～Ｃ18アルコキシ、Ｃ6～Ｃ1

8アリール；Ｃ7～Ｃ18アラルキルであるか；あるいはＲ18とＲ19は、一緒になって、場合
によりＣ1～Ｃ8アルキルで置換されてもよい環、特に５員又は６員環を形成し、
Ｒ21、Ｒ22、Ｒ23、Ｒ24、Ｒ25、Ｒ26及びＲ27は、互いに独立して、Ｈ、Ｅ、Ｃ1～Ｃ18

アルキル；Ｅで置換され及び／又はＤで中断されたＣ1～Ｃ18アルキル；Ｃ7～Ｃ18アラル
キル；Ｇで置換されたＣ7～Ｃ18アラルキルであるか；あるいは
Ｗ3は、
　式：
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【化９】

で示される基であり、式中、
Ｒ315及びＲ316は、互いに独立して、水素原子、Ｃ1～Ｃ18アルキル基、Ｃ1～Ｃ18アルコ
キシ基、
　式：

【化１０】
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で示される基であり、ここでＲ318、Ｒ319及びＲ320は、互いに独立して、水素、Ｃ1～Ｃ

8－アルキル、Ｃ1～Ｃ8－アルキコシ又はフェニルを表し、かつ
Ｒ317は、水素原子、－Ｏ－で中断されてもよいＣ1～Ｃ2５アルキル基、シクロアルキル
基、Ｃ7～Ｃ18アラルキル基、Ｃ6～Ｃ18アリール基又は複素環基を表し、これらはＧで置
換されてもよく；ここで
Ｄは、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯＯ－、－Ｓ－、－ＳＯ－、－ＳＯ2－、－Ｏ－、
－ＮＲ5－、ＳｉＲ61Ｒ62－、－ＰＯＲ5－、－ＣＲ63＝ＣＲ64－又は－Ｃ≡Ｃ－であり；
Ｅは、－ＯＲ5、－ＳＲ5、－ＮＲ5Ｒ6、－ＣＯＲ8、－ＣＯＯＲ7、－ＯＣＯＯＲ7、－Ｃ
ＯＮＲ5Ｒ6、－ＣＮ又はハロゲンであり；
Ｇは、Ｅ又はＣ1～Ｃ18アルキルであり；ここでＲ5及びＲ6は、互いに独立して、Ｃ6～Ｃ

18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル又はＣ1～Ｃ18アルコキシで置換されたＣ6～Ｃ18アリー
ル；Ｃ1～Ｃ18アルキル、又は－Ｏ－で中断されたＣ1～Ｃ18アルキルであるか；あるいは
Ｒ5とＲ6は、一緒になって５員又は６員環、特に
　下記：
【化１１】

を形成し、
Ｒ7は、Ｃ7～Ｃ12アルキルアリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル；又は－Ｏ－で中断されたＣ1～
Ｃ18アルキルであり；
Ｒ8は、Ｃ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル又はＣ1～Ｃ18アルコキシで置換されたＣ

6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル；Ｃ7～Ｃ12アルキルアリール、又は－Ｏ－で中断
されたＣ1～Ｃ18アルキルであり；
Ｒ61及びＲ62は、互いに独立して、Ｃ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル若しくはＣ1

～Ｃ18アルコキシで置換されたＣ6～Ｃ18アリール；又は－Ｏ－で中断されたＣ1～Ｃ18ア
ルキルであり、
Ｒ63及びＲ64は、互いに独立して、Ｈ、Ｃ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｃ1～
Ｃ18アルコキシで置換されたＣ6～Ｃ18アリール；又は－Ｏ－で中断されたＣ1～Ｃ18アル
キルである、請求項１記載の式Ｉで示される化合物。
【請求項５】
　下記：
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【化１２】
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で示される、請求項１、３又は４記載の化合物。
【請求項６】
　請求項１記載の式Ｉで示される化合物であって、置換基Ｘ、Ｙ及びＷの少なくとも１つ
、好ましくは２つ、最も好ましくは３つの全部が、互いに独立して、式－Ｗ1－（Ｗ2）b

－Ｗ3基であり、ここでｂは、０又は１であり、Ｗ1及びＷ2は、互いに独立して、
　下記：
【化１３】

で示される基であり
Ｗ3は、
　式：

【化１４】

で示される基、又は－ＮＲ70Ｒ71であり、ここでＲ70及びＲ71は、互いに独立して、
　式：

【化１５】

で示される基であり、式中、Ｒ72、Ｒ73及びＲ74は、互いに独立して、水素、Ｃ1～Ｃ8ア
ルキル、ヒドロキシル基、メルカプト基、Ｃ1～Ｃ8アルコキシ、Ｃ1～Ｃ8アルキルチオ、
ハロゲン、ハロ－Ｃ1～Ｃ8アルキル、シアノ基、アルデヒド基、ケトン基、カルボキシル
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基、エステル基、カルバモイル基、アミノ基、ニトロ基、シリル基又はシロキサニル基で
あり、
Ｒ75、Ｒ76、Ｒ77及びＲ78は、互いに独立して、Ｈ、Ｅ、Ｃ6～Ｃ18アリール；Ｅで置換
されたＣ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル；Ｇで置換され及び／又はＤで中断された
Ｃ1～Ｃ18アルキル；Ｃ7～Ｃ18アラルキル；又はＥで置換されたＣ7～Ｃ18アラルキルで
あり；ここでＤ、Ｅ、Ｇ、Ｒ11、Ｒ11’、Ｒ12’、Ｒ16、Ｒ16’、Ｒ17、Ｒ17’、Ｒ30、
Ｒ31、Ｒ32及びＲ33は、請求項５に定義したとおりであるか；あるいはＲ70とＲ71は、そ
れらが結合する窒素原子と一緒になって、５員又は６員の複素環、例えば
　下記：
【化１６】

を形成し、これらは、１つ又は２つの場合により置換されたフェニル基、例えば
　下記：

【化１７】

と縮合されてもよく、式中、Ｒ216及びＲ217は、互いに独立して、水素、Ｃ1～Ｃ8アルキ
ル、Ｃ1～Ｃ8アルコキシ又はフェニルを表し、かつ
Ｘ1は、水素又はＣ1～Ｃ8アルキルを表す、請求項１記載の式Ｉで示される化合物。
【請求項７】
　下記：
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【化１８】

で示される、請求項６記載の化合物。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項記載の化合物、及びリン光性化合物を含有する組成物。
【請求項９】
　請求項１～７のいずれか一項記載の化合物、又は請求項８記載の組成物を含む電子発光
装置。
【請求項１０】
　電子写真感光体、光電変換器、太陽電池、画像センサー、色素レーザー及び電子発光装
置のための、請求項１～７のいずれか一項記載の化合物、又は請求項８記載の組成物の使
用。
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